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2009.6.14

今日の意義

2009シーズンの到達目標＝＝＝昇格

現在の順位

原因は？

中盤の戦力不足

補強も一つの可能性

他の要因は？

メニューの組み立て

選手へのアプローチの方法

言葉の使い方

プレー・ゲーム分析ビデオの使い方

ミーティングの方法、時間

トレーニングでは

試合前のスケジュール（ＨＯＭＥ・ＡＷＡＹ）

ゲームに向けてのモチベーションの上げ方

軽食、プレマッチミールの取り方

バス内での集中の高め方

ウォーミングアップのテンポ、言葉のかけ方

ゲームでは
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チームの目標は？

変わらない

常にベストメンバーで、

一つ一つのゲームを勝っていく事が目標

勝ち点差を近づける！！！

昇格！！！

ゲームの様相は？

「ボールを握る」

福岡のサッカーのモデルになるべき

実際には？

動きが止まってしまい足元へのパスに終始、

パスの精度の悪さにより少しづつスピードが遅れ、寄せられ、
苦し紛れにロングボール、セカンドボールを拾われる展開。

失点後は、リズム、自信を回復するまでに時間を要してしまう。

これはフィールド上のマネージメントの問題、自信の欠如

テンポよく、ボールを引き出す動きを繰り返しながら、
連動して動かす

止めて、パスして、動いて、のリズム

ゴール前では、高さとボックス内の動き、速さを組み合
わせながら、バリエーションのある攻め

ディフェンスは、相手によりラインの高さはコントロール
ボールへの厳しいアプローチを基本とし、奪ってか

らは早く攻める

何をやりたいか？

ＴＥＡＭ

2009 チーム編成の考え方

付帯条件：財政状況、地域バランス

ポジションの
バランス

スタイルの
バランス

キャリアのバランス 年齢のバランス

ＴＥＡＭ

2009 チーム編成の考え方

付帯条件：財政状況、地域バランス（現在、福岡県出身が9人）

ポジションの
バランス
ＧＫ４
ＤＦ９
ＭＦ１０
ＦＷ５

スタイルの
バランス
強さ＝読み
高さ＝速さ
前へ＝カバー
広さ＝局面

キャリアのバランス
アビスパのみ＝バラエティ
プロ選手歴＝新卒

年齢のバランス
19歳～21歳 3人
22歳～25歳 10人
26歳～30歳 8人
30歳以上 6人

トップチーム

高校卒

どうやって構成するか

アビスパ福岡 アカデミー

大学卒

移籍
Ｊ１
Ｊ２
ＪＦＬ

地域リーグ
外国籍
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2008年新人Ｊリーガー
全36クラブで約150人

近年の状況

早く戦力になる選手が必要

背景には

①当初１０クラブのＪリーグが、Ｊ１、Ｊ２計３６クラブまで増加

より競争の激化

②各クラブの経営規模適正化（収入に見合った支出）により

保有選手数の減少（ＪＵＭＰ試案では25人体制へ）

Ｊユースから
60人強

大学卒65人 高校卒
20人弱

ＦＩＦＡルールの導入（2009シーズン末より）

Point1   契約が切れれば、移籍金はかからない

Point 2   しかし若い選手については、
在籍年数に応じてトレーニング補償が支払われる

自クラブユース出身選手の重要性が、より高まる

アビスパ福岡育成システム

¾ アビスパ福岡の育成システム

アビスパ福岡は、トップチームを頂点にＵ-18
チーム、Ｕ-15チーム、Ｕ-12歳以下は、ホームタ
ウン推進グループが展開するスクール、スー
パースクールから成り立っています。このピラ
ミッド型のシステムのなかで多くの子どもたちが
サッカーを楽しみ、学んでトップチームを目指し
ています。

¾ 地域とともに発展するアビスパの育成システム

地域とともに発展していくことが、トップチーム
で活躍できる選手を育てるためには不可欠だと
思っています。そのために、トレセン活動に積
極的にコーチを派遣したり、ホームタウン推進
グループで行われているアビースクール（巡回
サッカー教室）などを通して地域の子どもたちレ
ベルアップに役立ちたいと考えています。そし
て、少年サッカーチーム、クラブチーム、中学の
チーム、高校チーム、大学のチームをなど地域
から育った選手がアビスパ福岡で活躍してくれ
るように地域の指導者との連携を深めることが
重要だと考えています。

アビスパ福岡アカデミーの取り組み

①スモールサイドゲームの普及 （Ｕ１２の８ｖｓ８）

②指導者研修会、講習会の充実 （県協会と共催）

③選手一貫教育の体制作り

④選手・指導者の国際交流（ＦＣボルドーへ毎年留学）

⑤トレセン活動への協力

地域とともに発展するアビスパアカデミー

Jリーグ・アカデミー活動参加数
Jリーグ・アカデミーデータブックより

2005年度 2006年度 2007年度 2005年度 2006年度 2007年度

1
ジェフユナイテッド
市原・千葉

60829 58135 57130 18 清水エスパルス 9928 15305 17536

2 サンフレッチェ広島 43044 48523 49556 19 大分トリニータ 3180 5580 16588

3 鹿島アントラーズ 6520 18673 32516 20 京都サンガF.C. 14008 22279 15296

4 横浜Ｆ・マリノス 43337 36554 32070 21 コンサドーレ札幌 2110 4820 14594

5 アビスパ福岡 18786 22228 28516 22 ジュビロ磐田 12947 14154 12833

6大宮アルディージャ 19630 26855 27323 23 ヴァンフォーレ甲府 9250 13280 12000

7 FC東京 32637 27531 27285 24 水戸ホーリーホック 8380 12541 8391

8 ガンバ大阪 45898 34713 26275 25 サガン鳥栖 2580 10711 8330

9 セレッソ大阪 17001 19123 24220 26 名古屋グランパス 67884 13304 7470

10 川崎フロンターレ 34748 22135 23730 27 横浜ＦＣ 10020 7246 7124
11 浦和レッズ 34164 18539 22431 28 愛媛FC 16978 2950 5937

12 ヴィッセル神戸 17869 11943 20946 29 FC岐阜 - - 3720

13 東京ＶＥＲＤＹ 11416 16427 20259 30 モンテディオ山形 3775 3444 3115

14アルビレックス新潟 22318 18662 19048 31 ザスパ草津 1440 3202 2500

15 湘南ベルマーレ 13514 15517 18690 32 柏レイソル 16220 1316 2278

16 徳島ヴォルティス 11610 8834 18087 33 ロアッソ熊本 - - 300

17 ベガルタ仙台 13395 12135 17611

アビスパ福岡育成コンセプト

①個人の育成
トップチームで活躍できる選手を育成するために、選手ひとりひとりの成長を考え、長期的な展望に
立った指導をしていきます。基本の徹底を図り、個性を生かせる選手を育てます。

・サッカーの質を追求します。
・14歳まではポジションを固定せずに、すべての選手に様々な経験を積ませます。

・各年代ごとにトレーニングするとともに、能力の高い選手は年代を越えて活動させます。

・カテゴリー別に試合に参加します（ゲーム環境の創出）

②人間性の養成
社会性やコミュニケーション能力、自己管理能力など自立したひとりの人間としての成長を大切にします。

・選手一貫教育プログラムを実施します。
・ボランティア活動を実施します。

③フェアプレーの精神
味方、相手、審判、そしてサッカーをするために支えてくれているすべての人に感謝できる選手を育成します。

④学校生活との両立
サッカーだけでなく、学校生活でもリーダ的存在になれる選手を育成します。
・90分以内で通える選手で活動します。（U18は寮に入るのが可能）

・成績表の提出を求めます。成績が悪い選手は、原則として練習に参加できません。
・コーチ陣が年に2回学校訪問して学校側と情報交換します。

⑤Players First
選手のことを第一に考えて指導します。
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１．２０１８年までにJリーグ試合登録メンバー18名中

6名(1/3）をユース出身者が占める

２．各年代の日本代表に選手を送り込む

３．２０１８年までにU-18が全国ベスト４になる

アビスパ福岡ユースチームの目標
２００９アビスパ福岡ユースチーム目標設定と施策（選手を育てる）２００９アビスパ福岡ユースチーム目標設定と施策（選手を育てる）

指導者のゲーム分析能力、プランニ
ング能力、コーチング能力を10％あ
げ、サッカーの世界基準をもとに指
導できるようにする。

指導者のゲーム分析能力、プランニ
ング能力、コーチング能力を10％あ
げ、サッカーの世界基準をもとに指
導できるようにする。

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
1
名
昇
格
さ
せ
る

Ｕ-

18
に
8
名
以
上
昇
格
さ
せ
る

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
1
名
昇
格
さ
せ
る

Ｕ-

18
に
8
名
以
上
昇
格
さ
せ
る

アビスパ福岡育成コンセプト・指導
指針についてスタッフ全員の理解を
得、それに基づき、トレーニング、
ゲームが行えるようにする。

アビスパ福岡育成コンセプト・指導
指針についてスタッフ全員の理解を
得、それに基づき、トレーニング、
ゲームが行えるようにする。

テーマＢ

カテゴリーを越えて、選手の指導、ゲーム
を分析する。

カテゴリーを越えて、選手の指導、ゲーム
を分析する。

コーチの評価基準の明確化コーチの評価基準の明確化

テーマＡ

施策案

常に世界を基準において選手育成
に取り組めるように、世界のサッ
カーの方向性、育成の情報がタイム
リーにつかめ、育成のコンセプト、指
導指針の強化、修正ができるシステ
ムを作る。

常に世界を基準において選手育成
に取り組めるように、世界のサッ
カーの方向性、育成の情報がタイム
リーにつかめ、育成のコンセプト、指
導指針の強化、修正ができるシステ
ムを作る。

テーマC

より年齢に応じた指導ができるよう
にU-１８/１７、U-１６、U-１５、U-１４、
U-１３にカテゴリを編成するとともに、
各カテゴリーのゲーム環境を充実す
る（リーグ戦化）

より年齢に応じた指導ができるよう
にU-１８/１７、U-１６、U-１５、U-１４、
U-１３にカテゴリを編成するとともに、
各カテゴリーのゲーム環境を充実す
る（リーグ戦化）

テーマD

ユースから育った選手がトップチー
ムで活躍したとき人間的にも地域の
子ども達に夢が与えられるように人
間性の養成を行う。同時に、クラブ
に愛着のある選手を育てる

ユースから育った選手がトップチー
ムで活躍したとき人間的にも地域の
子ども達に夢が与えられるように人
間性の養成を行う。同時に、クラブ
に愛着のある選手を育てる

テーマ E

育成年代の様々なデーターを蓄積
することにより、将来的な選手の可
能性を予測できるようにする。

育成年代の様々なデーターを蓄積
することにより、将来的な選手の可
能性を予測できるようにする。

テーマ F

海外クラブと提携（協力）関係をつくる海外クラブと提携（協力）関係をつくる

海外の育成年代のゲームを生で観る機
会をつくる（海外研修）

海外の育成年代のゲームを生で観る機
会をつくる（海外研修）

年齢別のTR、Gameができるようにコー
チングスタッフの確保

年齢別のTR、Gameができるようにコー
チングスタッフの確保

Jリーグ、JFAのリーグ戦改革への協力Jリーグ、JFAのリーグ戦改革への協力

年齢別のＴＲ、Ｇａｍeができるようにグラ
ウンドの確保（特に週末）

年齢別のＴＲ、Ｇａｍeができるようにグラ
ウンドの確保（特に週末）

一貫教育プログラムの継続・発展および
日常のアプローチの徹底

一貫教育プログラムの継続・発展および
日常のアプローチの徹底

選手の所属学校との連携の強化選手の所属学校との連携の強化

ボランティア活動の実施ボランティア活動の実施

育成コンセプト・指導指針の具体化、シン
プル化、視覚化

育成コンセプト・指導指針の具体化、シン
プル化、視覚化

クラブスタッフによる講和クラブスタッフによる講和

九州ダービーに負けない九州ダービーに負けない

定期的なフィジカル測定及びデータの蓄
積

定期的なフィジカル測定及びデータの蓄
積

定期的な食事に関する調査定期的な食事に関する調査

選手データのＰＣへの一元化及び管理活
用

選手データのＰＣへの一元化及び管理活
用

ディスカッションの活性化ディスカッションの活性化

クラブ内、クラブ外研修の充実クラブ内、クラブ外研修の充実

月に一度はカテゴリーを越えてゲームを分析し、指導課題を共有する。
アシスタントに入り、コーチ間で指導をサポートし合っていく。

月に一度はカテゴリーを越えてゲームを分析し、指導課題を共有する。
アシスタントに入り、コーチ間で指導をサポートし合っていく。

日常的のTR、Gameチェックからのフィードバック。年２回（7月、11
月）の個人面談

日常的のTR、Gameチェックからのフィードバック。年２回（7月、11
月）の個人面談

海外クラブと提携し、指導者１名、選手２名（U-17,16）を2週間の短期
留学（3月）
海外クラブと提携し、指導者１名、選手２名（U-17,16）を2週間の短期
留学（3月）

仙台カップ2名、コパ・チーバスカップ2名の視察。Jリーグアカデミー
海外遠征へのスタッフ派遣

仙台カップ2名、コパ・チーバスカップ2名の視察。Jリーグアカデミー
海外遠征へのスタッフ派遣

サッカーのコーチ6名、GKコーチ1名、トレーナー1名、フィジカルコー
チ1名（パートタイム）の指導スタッフを編成する。
サッカーのコーチ6名、GKコーチ1名、トレーナー1名、フィジカルコー
チ1名（パートタイム）の指導スタッフを編成する。

福岡県サッカー協会と協力して2種、3種リーグの立ち上げ。九州のJ
クラブと協力してU-13、14リーグの完全H＆A化。アビスパカップU-
14開催。

福岡県サッカー協会と協力して2種、3種リーグの立ち上げ。九州のJ
クラブと協力してU-13、14リーグの完全H＆A化。アビスパカップU-
14開催。

平日トレーニンググラウンド2面の確保（福岡フットボールセンター、雁
の巣）。週末用のグラウンドの借用の為の予算を確保する。

平日トレーニンググラウンド2面の確保（福岡フットボールセンター、雁
の巣）。週末用のグラウンドの借用の為の予算を確保する。

U-13野外活動、U-14コミュニケーション、U-15メンタルTR、U-16メン
タルTR、U-18/17プロ（社会人）準備プログラムを年間を通して実施。
寮にコーチングスタッフが宿泊するなど日常のアプローチも強化

U-13野外活動、U-14コミュニケーション、U-15メンタルTR、U-16メン
タルTR、U-18/17プロ（社会人）準備プログラムを年間を通して実施。
寮にコーチングスタッフが宿泊するなど日常のアプローチも強化

年2回のコーチによる所属選手の学校訪問年2回のコーチによる所属選手の学校訪問

各カテゴリーによる月1回のボランティア活動の実施各カテゴリーによる月1回のボランティア活動の実施

指導指針に基づきM-T-Mを実行するなかで、指導指針を見直していく
（1、4、7、9月）。世界のサッカーから参考になるシーンの映像抽出
指導指針に基づきM-T-Mを実行するなかで、指導指針を見直していく
（1、4、7、9月）。世界のサッカーから参考になるシーンの映像抽出

経営陣、広報、営業などの職員によるクラブの仕事、組織の説明経営陣、広報、営業などの職員によるクラブの仕事、組織の説明

育成年代からアビスパの一員としてプライドを持った闘いさせることに
よってアイデンティティーをたかめる

育成年代からアビスパの一員としてプライドを持った闘いさせることに
よってアイデンティティーをたかめる

アクシオン福岡（フィジカル測定専門機関）でのフィジカル測定および
ＴＲ中のハートレイトモニターの導入よるTR量のコントロール
アクシオン福岡（フィジカル測定専門機関）でのフィジカル測定および
ＴＲ中のハートレイトモニターの導入よるTR量のコントロール

ザバスによる栄養指導と栄養データーの蓄積ザバスによる栄養指導と栄養データーの蓄積

データのＰＣへの一元化及びデータスタジアム（データ管理ソフト）の
活用。クラブ内、外の選手のデータを蓄積していく

データのＰＣへの一元化及びデータスタジアム（データ管理ソフト）の
活用。クラブ内、外の選手のデータを蓄積していく

分析ープランニングーコーチングサイクルでのコーチ間のディスカッ
ションの活性化し、コーチとしての能力を高め合っていく。

分析ープランニングーコーチングサイクルでのコーチ間のディスカッ
ションの活性化し、コーチとしての能力を高め合っていく。

毎月2回の指導実践、テクニカルミーティング。Jリーグコーチングワー
クショップ、JFA指導者講習会、JFAアカデミー視察などの研修
毎月2回の指導実践、テクニカルミーティング。Jリーグコーチングワー
クショップ、JFA指導者講習会、JFAアカデミー視察などの研修

内容

２００９アビスパ福岡ユースチーム目標設定と施策（優秀な選手を獲得する）２００９アビスパ福岡ユースチーム目標設定と施策（優秀な選手を獲得する）

アビスパ福岡の取り組みやＪリー
グ、ＪＦＡから得られたサッカーの
情報を地域に発信することで地域
指導者との連携を強化し、地域の
サッカーのレベルが世界基準に近
づくようにする。

アビスパ福岡の取り組みやＪリー
グ、ＪＦＡから得られたサッカーの
情報を地域に発信することで地域
指導者との連携を強化し、地域の
サッカーのレベルが世界基準に近
づくようにする。
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ラ
ブ
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プ
ロ
に
つ
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が
る
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手
を
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さ
せ
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Ｕ-

15
に
九
州
Ｔ
Ｃ
、
県
Ｔ
Ｃ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
12
名
以
上
入
団
さ
せ
る

Ｕ-

18
に
４
名
程
度
は
、
他
ク
ラ
ブ
か
ら
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ロ
に
つ
な
が
る
選
手
を
入
団
さ
せ
る

Ｕ-

15
に
九
州
Ｔ
Ｃ
、
県
Ｔ
Ｃ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
12
名
以
上
入
団
さ
せ
る

アビスパ福岡がスカウトした選
手のうちＵ-18は50％、Ｕ-15
は80％の選手が入団してくれ
るように魅力を向上させる

アビスパ福岡がスカウトした選
手のうちＵ-18は50％、Ｕ-15
は80％の選手が入団してくれ
るように魅力を向上させる

テーマH

テーマG

指導、ゲームの質、環境面の向上指導、ゲームの質、環境面の向上

施策案

スカウト活動スカウト活動

育成、ホームタウン活動の広報活動

の充実

育成、ホームタウン活動の広報活動

の充実

指導者講習会の充実指導者講習会の充実

ゲーム環境の整備ゲーム環境の整備

トレセン活動へのスタッフ派遣トレセン活動へのスタッフ派遣

ホームタウン活動の充実ホームタウン活動の充実

育成コンセプト・指導指針を明確にし、質の高い指導の

提供し、育成からトップチームに選手をつなげていく。

育成コンセプト・指導指針を明確にし、質の高い指導の

提供し、育成からトップチームに選手をつなげていく。

育成コーチが全員がスカウトマンという意識を持って選
手情報の収集及び地域の指導者とのコミュニケーション

を図る

育成コーチが全員がスカウトマンという意識を持って選
手情報の収集及び地域の指導者とのコミュニケーション

を図る

アビスパ育成・ホームタウンニュースの年3回発刊し、地
域の指導者に配布する。また、HP（アビスパTV）を通じ
た活動内容の紹介。DVDを作成し、プレゼン等での活用。
クラブハウスの掲示板などを利用した広報活動。

アビスパ育成・ホームタウンニュースの年3回発刊し、地
域の指導者に配布する。また、HP（アビスパTV）を通じ
た活動内容の紹介。DVDを作成し、プレゼン等での活用。
クラブハウスの掲示板などを利用した広報活動。

アビスパ福岡指導者講習会を年20回開催し、アビスパ
の指導者と地域の指導者が一緒に学ぶ機会を作る。ア
ビスパ福岡コーチングセミナーを年に3回開催し、アビス
パ福岡の指導内容、JリーグやJFAなどの研修で得た情
報を地域に発信する機会を作る。

アビスパ福岡指導者講習会を年20回開催し、アビスパ
の指導者と地域の指導者が一緒に学ぶ機会を作る。ア
ビスパ福岡コーチングセミナーを年に3回開催し、アビス
パ福岡の指導内容、JリーグやJFAなどの研修で得た情
報を地域に発信する機会を作る。

Jリーグ、JFAのリーグ戦改革に協力し、各年代にリーグ
戦を整備していく。U-12ではキッズフェスティバルを2回
開催するとともにリーグ戦の必要性を発信していく。キッ
ズ年代では、キッズフェスティバルを7回開催して子供た
ちがサッカーを楽しむ環境を提供する。

Jリーグ、JFAのリーグ戦改革に協力し、各年代にリーグ
戦を整備していく。U-12ではキッズフェスティバルを2回
開催するとともにリーグ戦の必要性を発信していく。キッ
ズ年代では、キッズフェスティバルを7回開催して子供た
ちがサッカーを楽しむ環境を提供する。

U-12、13、14、15福岡県トレセンに各1名づつ派遣、U-
16福岡県国体選抜に1名派遣、ナショナルトレセンコー
チに1名派遣を通じて地域のレベルアップに貢献する。

U-12、13、14、15福岡県トレセンに各1名づつ派遣、U-
16福岡県国体選抜に1名派遣、ナショナルトレセンコー
チに1名派遣を通じて地域のレベルアップに貢献する。

巡回指導、サッカー教室などのホームタウン活動を通じ

て子供たちがサッカーに触れる機会を提供してサッカー
（スポーツ）を楽しむ人口を増やしていく。また、サッカー

スクールも県内に展開していく。

巡回指導、サッカー教室などのホームタウン活動を通じ

て子供たちがサッカーに触れる機会を提供してサッカー
（スポーツ）を楽しむ人口を増やしていく。また、サッカー

スクールも県内に展開していく。

アビスパ福岡の育成コンセプト・
指導指針を共有し、選手を育てて
いくために一緒に協力できるクラ
ブ（チーム）を増やしていく。

アビスパ福岡の育成コンセプト・
指導指針を共有し、選手を育てて
いくために一緒に協力できるクラ
ブ（チーム）を増やしていく。

テーマ I

アビスパ福岡U-15支部の立ち上げアビスパ福岡U-15支部の立ち上げ

提携クラブ作り提携クラブ作り

福岡県内（特に筑後地区）にU-15の支部チームを作り、
アビスパ福岡育成センターで指導を受けれる機会を増

やす。そのためのクラブ内、地域などと調整を行っていく。

福岡県内（特に筑後地区）にU-15の支部チームを作り、
アビスパ福岡育成センターで指導を受けれる機会を増

やす。そのためのクラブ内、地域などと調整を行っていく。

コーチングセミナーやトレーニングなどのアビスパ福岡の

活動に参加してもらえるように働き掛けていく。

コーチングセミナーやトレーニングなどのアビスパ福岡の

活動に参加してもらえるように働き掛けていく。

アビスパ福岡育成の全体像
サッカーの本質の追求

ゴールを狙う（前に向かう）⇔ゴールを守る（前に行かせない）

ボールを保持する⇔ボールを奪う

攻 撃

U-12：テクニックと観てプレーすること

U-15：ポゼッションしてボールを前に運ぶこと

U-18：意図的に相手を崩すこと

守 備

U-12：ボールを奪われたら奪い返すこと

U-15：ボールを積極的に奪いに行くこと

U-18：意図的にボールを奪うこと

アビスパ福岡育成の指導指針
基本の徹底

¾ サッカーの本質の追求

¾ シンプルな技術（動きながらのBC、コントロールからパスまで速く、ワンタッチパス、前を向く技術）
¾ サッカーの理解（攻守の目的、プレーの原則、優先順位）

¾ 攻守の切り替え、ポジショニング、

¾ 観る、パス＆ムーブ、ボールに寄る、タイミング

¾ クイックリスタート

U-14

個を磨く

¾ 個人の基本技術の精度を上げる

¾ 個人のチームへの関わり方を教える（個人戦術の徹底、プレーの原則、優先順位）

¾ 発育発達を考慮し個人に対してアプローチする

U-16

個を生かす

¾ 高い個人技術、戦術、ゲーム理解力を持ちプレーの質と量を表現できる選手を育成する。

U-18

¾ 複数のポジションをこなし、どのポジションにおいても質の高いプレーができる選手を育成する。

¾ 勝利への追求

¾ トップチームにつなげる

①サッカーの本質の追求

★前（ゴール）を狙う、仕掛ける、前を向く

突破されない、ゴールを守る

★ボールを奪いに行く

ボールを奪われない

こういう環境（ＴＲ/Ｇａｍe）があるから、選手がのびていく！

（当たり前のことが当たり前のように行われている）（当たり前のことが当たり前のように行われている）
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②シンプルな技術

• 動きながらのBC
• コントロールからパスまで速く
• ワンタッチパス
• 前を向く技術
• ボールの置きどころ（45度）

観て→ポジショニングを取って→観て→技術を発揮→次へ動く

これを繰り返す

③観ることの重要性（プレーの準備）

1) 相手の背中に入る

2) 相手と相手の間に立つ

3) 1タッチで前にプレーできる

4) 入りすぎずに前と外にスペースを残す

5) ボール保持者との角度を考える
（できるだけボールよりも後ろにサポート）

④ポジショニングの重要性

⑤ボールを奪いに行く

ボールを奪いに行かせる

トレーニングでも、ゲームでも

プレッシャーが弱いプレッシャーが弱い

技術が低くても成功技術が低くても成功

プレッシャーが強い

高い技術と戦術が必要

ぬるま湯サッカーぬるま湯サッカー

アラートなサッカーアラートなサッカー

2009年の強化指針（Game,TR）
¾ サッカーの本質の追求

１）トップ、ギャップを狙うことからサッカーを始める

⇒そのために必要なことを要求していく

ポジショニング、観る、タイミング、ワンタッチパス、

動きながらのＢＣ（パスまでを速く）

⇒そこ狙う事で変化した状況を判断させていく

⇒ボールを奪われたら、そのままＤＦに入る

２）ボールを奪いに行く⇒そのベースの中で判断していく（ブロックの形

成、3ゾーン）
¾ ゲームで教える（30分）
¾ ハイプレッシャーな状況を作る（ゲーム、ＴＲ）

¾ TR量の確保（HRの導入）⇒ゲームフィジカル
¾ プレーの質の追求

¾ 闘う気持ち

アビスパ福岡ユースのサッカースタイル

¾ ボールを前に動かし、積極的に前の選手を追い越す

アグレッシブなサッカー

¾ 積極的にプレッシャーをかけ、ボールを奪いに行く

¾ 攻守の切り替えを速く、常に主導権を握る

¾ 90分間集中し、隙を突き隙を作らない
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アビスパ福岡の目指す選手像

¾テクニカル

¾インテリジェンス（判断、ゲーム理解）

¾スピーディー

¾モビリティー

¾タフネス（フィジカル、メンタル）

※すべての要素が平均以上あり、どれかの要
素が秀でている選手

スカウトのコンセプト
U-15のスカウト
¾ 一学年18人(GK2名） 合計54名(GK6名）
¾ U-15チーム18名 U-14チーム18名 U-13チーム18名
¾ 地域のレベルアップための施策を施し、優秀な選手がでる選手を基盤を作る
（8対8のリーグ戦の普及、巡回指導、指導者講習会、トレセンへの指導者派遣など）

¾ スーパースクール（GK含む）の展開・発展
¾ スカウト対象は、90分以内で通える選手
U-18のスカウト
¾ 一学年12人(GK1名） 合計36名(GK3名）
¾ U-18/17チーム24名 U-16チーム12名（U-15からの飛び級を加えて活動）
¾ 内部昇格8名以上(プロにつながるレベル、U-18で活躍できるレベル）※内部昇格が第一優先
¾ 外部4名(プロにつながるレベル）
¾ 寮生20名程度（通える範囲の選手であっても優秀な選手は入寮させていく）
¾ アビスパ福岡育成コンセプトを共有して指導できる仲間を増やす（支部、提携クラブづくり）

U-18からトップのトップ昇格
¾ プロに昇格して2年で出場できる可能性のある選手を昇格させる
¾ 今後、伸びていく可能性のある選手は大学に進学させ成長を見続ける

育成スタッフ全員で選手情報を集め、地域の指導者とコミュニケーションをとっていく（全員がスカウトマン）

これらの指導の結果、数年後には？

上位リーグ、下位リーグ、

監督のスタイル………….
成績 etc………..

左右されない

アビスパ固有のサッカースタイルが完成


